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今年も東京飯豊会の皆様にご

挨拶できることを大変嬉しく思

います。２０２５年は、新たな

希望と挑戦の年として、私たち

一人一人が成長し、共に歩んでいく素晴らしい

機会を与えてくれることでしょう。

私たちの会は、飯豊町出身者や飯豊町に縁の

ある方々が集い、親睦を深める場としての役割

を果たしています。今年も多くの活動やイベン

トを通じて、皆様との絆を一層深めていけるこ

とを楽しみにしています。

広く視野を広げると、世界のリーダーとして

の役割を果たしてきたアメリカが、自国主義を

第一に貫くトランプ大統領の言葉によって世界

中の国々の政治と経済を大混乱に落としいれて

います。

急速に変化する社会の中で、私たちは互いに

助け合い、支え合うことの重要性を再認識して

います。地域社会や家族、友人とのつながりを

大切にし、共により良い未来を築いていくこと

が求められています。

今年度も、多くの行事や交流の機会を設け、皆

様が楽しく充実した時間を過ごせるよう努めて

まいります。特に、新しい世代のメンバーが積

極的に参加し、私たちの活動を一層活気づける

ことに期待しています。

最後に、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り

申し上げます。今年もどうぞよろしくお願い致

します。

この東京飯豊会第２３号広報の編集・制作は

ひとえに飯豊町中津川出身の伊藤茂君の努力に

よって作られたものであることを付け加えてお

きます。

2025

どんでん平ゆり園にて
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令
和
７
年
４
月
１
日
、
西
嶋
康
平
副
町
長
、
菅
原
 透

教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 
 

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
ま
た
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

皆
様
と
考
え
や
価
値
観
を
共
有
し
な
が
ら
、
町
長
と
と

も
に
一
歩
一
歩
力
強
く
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

〈
第
二
小
学
校
・
手
ノ
子
小
学
校
・
添
川
小
学
校
を
統
合

し
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
第
二
小
学
校
と
な
り
ま
す
〉

義
務
教
育
学
校
「
い
い
で
の
森
学
園
」
開
校
ま
で
の
間
、
複

式
学
級
の
解
消
な
ど
を
目
的
に
３
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
、

第
二
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
ま
す
。
手
ノ
子
小
、
添
川
小

で
は
令
和
７
年
度
に
閉
校
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
白
川
湖
の
水
没
林
観
光
の
取
り
組
み
が
「
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」
を
受
賞
〉

「
「
白
川
湖
の
水
没
林
」
に
お
け
る

「
映
え
る
」
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
主
軸

と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ

く
り
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ

ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
、
文
化
庁
、
観
光
庁
が
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
増
加
や
国
内
観
光
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
政
策
連
携
の

取
り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
い
る
も

の
で
、
２
０
２
４
年
は
応
募
の
あ
っ
た
２４
点
の
中
か

ら
飯
豊
町
が
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

近
年
急
激
に
知
名
度
が
上
昇
し
、
人
気
の
観
光
地
と

な
っ
た
「
白
川
湖
の
水
没
林
」
は
、
深
刻
な
交
通
渋
滞

な
ど
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
課
題
が
あ
る
中
で
、
カ

ヌ
ー
ツ
ア
ー
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
開
催
に
よ
り
新
た
な

来
訪
者
を
獲
得
し
つ
つ
、
観
光
客
が
訪
れ
る
時
期
や
時

間
帯
を
分
散
さ
せ
、
混
雑
緩
和
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
下

草
刈
り
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
の
資
金
と
し
て
観
光

客
に
駐
車
協
力
金
を
求
め
、
景
観
保
全
を
行
う
な
ど
地

域
一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
策
定
し
た
「
飯
豊
町
持
続
可
能
な
観

光
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
観
光
客

の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
、
観
光
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

〈
空
き
家
等
の
除
去
促
進
に
係
る
協
定
締
結
〉

飯
豊
町
は
、
令
和
７
年
２
月
１
８
日
に
、
株
式
会
社

ク
ラ
ッ
ソ
ー
ネ(

本
社:

愛
知
県
名
古
屋
市
）
と
「
空
き

家
等
の
除
却
促
進
に
係
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
空
き
家
の
適
正
管
理
は
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ッ
ソ
ー
ネ
が
運
用
す
る
「
飯
豊
町

版
：
す
ま
い
の
終
活
ナ
ビ
」
に
は
解
体
工
事
の
概
算
費

用
や
解
体
後
の
土
地
の
売
却
価
格
相
場
、
固
定
資
産
税

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
空
き
家
の
迷
惑
度
診
断
機
能
が
備

わ
っ
て
お
り
、
今
後
、
空
き
家
の
除
却
や
利
活
用
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
〉

令
和
４
年
８
月
お
よ
び
令
和
６
年
７
月
の
度
重
な
る

記
録
的
な
大
雨
災
害
を
経
験
し
、
町
で
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
地
区
公

民
館
の
名
称
を
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
一
本
化

す
る
と
と
も
に
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
明
確
に

し
、
持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
に
は
、
令

和
４
年
８
月
の
大
雨
の
際
、
小
白

川
の
増
水
に
よ
っ
て
基
礎
が
洗
削

さ
れ
て
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
建
物

に
つ
い
て
、
略
式
代
執
行
に
よ
る

除
却
を
行
う
な
ど
、
災
害
復
旧
を

着
実
に
進
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
だ
よ
り

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
飯
豊
町    にしじま こうへい   

副町長 西嶋 康平
･平成８年３月生まれ

･愛知県名古屋市出身

･萩生地区在住

    すがわら とおる    

教育長 菅原 透
･昭和37年８月生まれ

･山形県白鷹町出身

･白鷹町在住
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町長就任挨拶

前町長 後藤公平 退任挨拶

東京飯豊会の皆様には、日頃

より格別のご支援を賜り、心よ

り御礼申し上げます。

令和6年11月7日から飯豊町長として町政を

担うこととなりました嵐 正人です。「暮ら

し満足度No.1のまち」実現を目標に掲げ、町

民の幸福感と暮らしを最優先に、子どもから

高齢者まで幅広い年代の声が集まる親近感の

ある町政運営をめざし、対話を持ってまちづ

くりに取り組んでまいります。遠く、郷里に

想いを馳せながら日々活動されている東京飯

豊会の皆様、諸先輩方のご尽力に感謝し、貴

会の歴史と伝統の重さを胸に刻みつつ、皆様

と志を同じくしながら町の発展のために力を

尽くしてまいる所存です。

さて、飯豊町では、春の訪れとともに新緑

の美しい季節を迎えております。白川湖の水

没林は近年、全国的に認知度が高まり、訪れ

る観光客も年々増加しているところです。ぜ

ひ皆様にも足をお運びいただきお楽しみいた

だくとともに、お知り合いへもPRいただくな

ど飯豊の魅力発信にご協力いただければ幸い

です。

貴会の総会や芋煮会でお目にかかる折に

は、皆様とふるさと飯豊を大いに語り、盛り

上がりたいと今から楽しみにしております。

4月から就任した西嶋康平副町長、菅原透

教育長、職員とともに精一杯取り組んでまい

ります。皆様におかれましては、今後とも会

員相互の親睦を深めていただくとともに、飯

豊の発展、繁栄になお一層のお力添えを賜り

ますようお願いいたします。

結びに、東京飯豊会のますますのご発展と

会員の皆様のご健勝、ご活躍を祈念申し上

げ、会報発行に寄せてのごあいさつといたし

ます。

「お元気ですか。」いま５月

上旬、目の前に広がるのは、若

葉萌える季節を迎えた飯豊町の

田園風景です。菜の花が風に揺れ、遠くに

は真っ白な残雪を頂いた奥山をながめるこ

とができます。中津川の水没林は全国的な

観光スポットでなんども新聞やテレビで取

り上げられ、多くの人々がその神秘的な姿

に酔いしれています。

社会の変貌は著しく、稲作はもはや継続は

困難かと思われた厳しい時代の後になんと

米価が二倍以上となって、外国産米輸入の

話題が飛び交う事態となりまし

た。でもご安心ください。日本の

主食である「おいしいお米」の生

産はしっかり取り組み、皆さんに

安心してご飯を食べていただける

ようにふるさと飯豊町はがんばり

ます。

町制施行以来七代目の町長とし

て四期16年もの間町政を担わせて

いただきました。そして昨年の11

月6日をもって退任し新町長に町の舵取りを

託すことになりました。これまでご支援と

ご指導を賜りました東京飯豊会の皆さまを

始め多くの方々に心から御礼を申し上げま

す。やり残したことも多く反省することし

きりです。勤めさせていただいた間の胸の

内について、「随想 町長の見て歩き」と

して出版いたしました。どこかで目にとめ

ていただければうれしく存じます。

皆さまの益々のご健勝をお祈りし退任御礼

の挨拶といたします。

随想の出版 総 会 出 席 者 と 記 念 に

飯豊町長 嵐 正人
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  随    想 

故郷は四季の食べ物は色々と、春は

山菜のオンパレード・先ずは雪解けに伴

いフキノトウが顔を出す(人はフキノト

ウ味噌で目を覚ます)、次にヒルコ(のび

る)、ちょっと原っぱの荒地に行けばコ

ゴミ(白あえ)で、カタカゴ(片栗)、ゼンマイ、タラの

芽、コシアブラの芽、ミネゴク、イワダラ、ウルイ、シ

ドケ、ウド、モエ(アケビの芽)、サンゴク、ワラビ、シ

オデ、笹タケノコ。夏の山菜・フキ、ミズナ、アイコ、

クワゴ(果実・四五瓶を持って庭先に)、野いちご、セ

リ、ほうずき、スングリ、スカナ、スモモ、アカズモ

モ、グミ。秋の山菜・アケビ、ブドウ、タナザラ、カシ

バミ、カヤの実、稲刈りグミ、栗、山百合、山芋(自然

薯)、クルミ、銀杏。川遊び・春は堅雪になるとザイガ

イをやる(昭和３０年代はムシロ１杯になる程ハヤ(ウグ

イ)の収穫があった)、川の護岸工事などで魚は減少をた

どる。夏は、夜突き(硝子箱にカンテラ)おもにカジカ

(弁慶いっぱいに吊るし)、昼は泳ぎながらヤスやひっか

けで石の下を狙ったものだった。獲物はハヤ、カジカ、

ガバチ、ナナセ、オイカワ、鮎、ウナギ、マス、イワナ

(川胡桃の葉で揉んで沢に流し捕獲)したものだった。マ

ムシも捕ったナー。春先はヒトド(ホウジロ)田んぼの

チョツトだけ雪の消えたところにねじり返しを仕掛け

る。あの頃は中々柔らかい網が手に入り難く金網を使っ

たものだった。秋のキノコ採りは・トビダケ、カノコ、

スギワカイ、アカボ、アカモダシ、ホウキタケ、舞茸、

松茸、升茸、椎茸、キクラゲ、なめこ、オリミキなど子

供の頃の事は沢山浮かぶが、会社に入社してからは社員

旅行ぐらいしか思い出せない。最近は3日前も思い出せ

ないメモリーが足らないのか、検索機能が悪いのかな？

そう思うこの頃です。

野山はわたしのパラダイス 伊藤 茂 中津川

山口弘二会長 東京都マスターズスキー選手権大会 第３位入賞

2025年3月22～23日 長野県菅平スキー場にて、80歳代の部に参加11名の強豪を押しのけ入賞を

果たした。

★事務局よりお知らせ!!!
会員の皆様より広く人材を募集してお

ります。やってみたい方はお気軽に役員

事務局へお気軽にお声かけてください。

連絡先・事務局直通

電話 090-5306-5157

ト
ピッ
ク
ス

廃校の中津川中学校

リモート会議も充実したい

ある日の役員会・打開策検討中
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皆さんのおかげで、定刻出発です…

差し入れのワラビ漬

け・味合うが楽しみ

飯豊牛を味わって腹いっぱいに…

黒
べ
こ
祭
り
参
加

懇
親
会

郷土芸能保存会・大黒舞い

皆さん楽しんで・事務局長のお酌

ふるさと訪問バスツアー同行見聞記   

２０２４年７月６～７日、東京駅八重洲口に集合する。今回は土曜日に黒べこ祭りが行われる為、バ

スは４０名を乗せ７時２０分故郷飯豊町を目指して出発しました。車内では自己紹介、新紙幣の話題等

で盛り上がる。道路もスムーズに黒べこ祭り会場に到着。早速席に着き牛肉を美味しく頂きました。会

場は大勢の参加者で大賑わいです。隣接のどんでん平ゆり園は満開のゆりの花で心を癒してくれます。

宿泊の白川荘では懐かしい料理、そして大黒舞いの披露を観賞しまた。また、白川湖の水没林景色を台

湾からの観光客が多数来町していますとのお話を聞きました。次の日は、道の駅で故郷のお土産を沢山

バックに詰め「またくっからなあ」と言ってバスに乗り込み家路に向かいました。尚、さくらんぼ狩り

は暑さの関係で早熟、中止になり残念ですが次回の楽しみにしてください。今回の故郷訪問バスツアー

は事故もなく無事に行われた事に役員一同ホッとしてます。(記:伊藤 茂)

司会進行
・小川会長代行

事務局長
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私たちは萩生の森田(旧姓木村)さ

んと南越谷囲碁（南碁クラブ）で楽

しんでいる仲間です。当初今回のツ

アーは8人の予定でしたが仕事と体

調不良の2名が急遽不参加になり、あとの6名中の

一人が私（齋藤）です。7/6（土）の当日、東京

駅八重洲口6：15集合、宵っ張りの朝寝坊として

は心配、森田さんが都合の良い電車を探してスマ

ホ配信をしてくれました。朝が早くバスがない時

間なので新越谷駅まで20分歩き、先ずは事なきを

得、八重洲口ではすでに腕章を巻いた実行委員の

方々が待ち受けバスに案内され乗車後、首都高速

へ乗り飯豊に出発しました。現地祭りの「ゆり

園」には予定より早く到着しホッとしました。テ

ントには余裕があり私たちの到着を待っていたか

の様で、野菜の焼き上がりを待たずにパクパク美

味しい肉（黒べこ）をお腹に入れ過ぎて「白川

荘」の立派な夕食には食が進みませんでした。東

北地方各地域で広く伝承されていると言われる

「大黒舞い」やフラダンスなど多彩な歓迎を受

け、また翌日には「道の駅」まで見送りされ〈置

賜地方方言集〉を教えて頂き、いつも練習に励ん

でおられる愛好会の皆さまには、ほんとうに「お

しょうしなっし」と申しあげます。私は昨年も

「くろべこ祭り」に参加させて頂き肉の美味し

さ、乱れ咲く百合の花見晴らした盆地、遠望の

山々の美しさが忘れられません。また、新幹線で

「赤湯駅」に向かう途中、道路を横切る黒い犬？

ドーベルマンと見間違う若い熊と遭遇し驚き、同

乗のK氏が早速携帯でM氏に通報するが…「どこに

でも居るヨ」と驚きの返事あり、さすが自然の宝

庫です。ところで、私は群馬の沼田で生まれで

す、山形県広域方言「こわい＝疲れる」のことば

を同様の意味で使われて、以外とルーツは近いの

かも知れませんね。最後に、今回の楽しいバスツ

アーのご計画などご苦労お掛けした役員の皆さま

ご一緒に行かれ

た方、文化・伝

統を継承される

方、皆さまのお

幸せとご健勝を

祈念させて頂き

ます。

コロナ感染拡大以降、私は泊りが

けの旅行に出かけていなかったの

で、今回大親友の佐原照子さんに誘

われてとても楽しみにしていまし

た。当日は東京駅八重洲口を目指して行くと、役

員の方が出迎え案内してもらい安心してバスに乗

車する事が出来ました。バスの中では行程など役

員さんから説明があり、参加者全員の自己紹介後

お菓子袋や飲み物が配られ、和気あいあい和やか

な雰囲気で交通渋滞もなくスムーズに“くろべこ

祭り„会場に到着。会場はすでに沢山の参加者で

賑わっていて、私たちも4人グループで配られた

A5米沢牛と野菜を鉄板に乗せて焼き、お肉が先に

焼けたので口に入れると柔らかくトロケてしまう

美味しさに感動し、生まれて初めてこの様な体験

ができた事に感謝感激でした。炭の火力が弱く野

菜が中々焼けないのでお肉ばかりを次々と食べて

しまいお腹いっぱいごちそう様でした。 隣接の

どんでん平ゆり園散策は、広大な敷地に色とりど

りの沢山のゆりが見事で癒されました。宿泊先の

白川荘に着き部屋に入ると同室の四人は顔見知り

だったので色々なお喋りをしているうちに夕食の

時間になったので宴会場へ、歓迎の舞いなどを披

露してくだされ、その後食事となったのですが、

今まで元気だった私に異変!!どうやら昼の焼肉の

食べ過ぎか？胃がもたれて目の前のご馳走に手を

付けられずで部屋に戻り休むことになってしまい

ました。同室の方から胃薬をもらい翌朝には復活

し朝風呂に入り気持ちよく朝食を美味しく頂く事

が出来ました。帰りの道の駅での買い物や食事も

楽しめました。全体を通して感じたことは、飯豊

会の会長さんはじめ役員の皆さんが今日の日まで

色々と計画準備して下さったので沢山の楽しい思

い出が出来た事に感謝しております。また、車中

での飲み物が沢山配られた事にも驚きと、配って

くれた役員さんが元気で素敵でした。ありがとう

ございました。また、ふるさとにいる方の差し入

れや車中で漬物を頂いたりと、心が温まり優しさ

が伝わって来る

楽しい旅行でし

た。飯豊の方達

の人柄が最高で

すね心より感謝

申し上げます。

くろべこ祭りツアーに参加して   斉藤 守

東京飯豊会バスツアーに参加して  井口祥子

ゆり園散策のひと時

遭遇した子熊のイメージ画です
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新札が発行された記念すべき

令和６年7月、しばらくぶりに再

開された黒べこ祭りに初めて参

加しました。故郷訪問バスツ

アーは「飯豊愛の旅」と称さ

れ、当を得た表現に微笑みまし

た。もう一つ感動したのはあま

り聞けなくなった故郷言葉に出会えたことです。就

職した当時は、一日も早く標準語を話す事に努めま

した。懐かしい方言が至る所で語られ「故郷言葉に

出会えた旅」でもあった様に思います。新しい道路

が至る所に出来ているのにも驚きました。ゆり園は

どの辺にあるのかなと思い、受付の若い女性に「駐

在所がありお医者さんが居た萩生十文字はどの辺で

すか」と聞いたら、怪訝な顔をし「わかりません」

との返答でした。駐在所は椿駅付近に移り、山交バ

スの生活路線はなくなっており、浦島太郎になった

心境でした。全国津々浦々、米沢牛の看板を見る度

に、その生産地が故郷であることを誇りに感じてい

ますが、子供の頃は肉と言えば鯨肉だったように思

います。「ゲッエ、今日も鯨か」食卓で発した記憶

があります。密造酒だったどぶろくが解禁されてい

る事に安心しました。警察官より税務署職員が怖い

存在だった時代があった事を思い出しました。時代

とともに色々なものが変わりました。しかし、幹事

さんの役割や案内係が、親戚の方が作った郷土料理

を食べさせてもらい、自宅の畑から採った野菜を土

産に頂きました。雪深い所で育ちお客を大切にする

心遣いが今も受け継がれている事を感じ嬉しくなり

ました。

温暖化の関係でさくらんぼ狩りは中止になりまし

た。残念なことですが、やがてラフランス狩りの時

代が来るのかな等と余計な事を考えてしまいまし

た。時代は変われども、故郷の訛り懐かし話し声を

聞きながら訪ねるバスツアーは最高の行事です。役

員の皆さんのご苦労に感謝しながら、次期の開催を

待ちたいと思います。いい出会いの旅でした。あり

がとうございました。

初めて参加した黒べこ祭り   木村勝夫 (中)

★会員の皆様のご賛同により

２０１７年秋、植樹しました桜の木

が毎年花を咲かせて…、子供たちの

遺産となる事を願っています。

ふ
る
さ
と
桜
だ
よ
り

飯
豊
町
立
第
一
小
学
校
校
庭
に
て

スワンパークにて

懇親会での一コマ
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    第６３回 東 京 飯 豊 会 総 会・懇 親 会

閉会の言葉

   ・新野副会長

事務局次長

司
会
進
行

小
川
会
長
代
行

会員の皆様!!
  会えるのを

楽しみに来ました

町
長
挨
拶

会場いっぱい盛況の成り行きに…

会長挨拶・会員の皆様

元気で逢うことが出来ました

開会宣言

会
計
監
査
報
告

会報で会務会計を確認する…会員

ホテル案内板昨年度亡くなられた会員の方へ、黙とうが…

第６３回東京飯豊会総会及び懇親会が２０２４年７月２７日(日)、アートホテル日暮里ラングウッドで

飯豊町より町長始め町関係者、友好団体、会員の方々の出席を含めて約１１０名と盛大に行なわれた。

小川会長代行副会長の司会進行で始まりコロナも減少し、町長より観光の水没林の景色に台湾からの観

光客が多数来町され、町では駐車場や素通り観光客問題等と…また脱炭素SDGs運動に取り組んでいます

それに“いいでの森学園”開校に向け準備が進んでいるとのお話がありました。２部では懇親会に皆さ

んお待ちかねの歌謡ショー池田進とグリンアイズで…、更にお楽しみ抽選会では[当たった]と笑顔で大

盛り上がり、最後に「ふるさと」を合唱し楽しい一日の締めとなりました。(記 深瀬忠次)

受付・名前確認

会務報告・佐原幹事長 会計報告・渡部事務局長
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お楽しみ抽選会

第２部! 懇親会

乾杯!!! 乾杯!!! 乾杯!!!

池田進とグリンアイズ招聘

★乾杯の音頭

菅野・町議会議長

会場を廻り歌を披露!!

２
部
前
の
休
憩
～

直
売
店
で
買
い
物

いい漬物がありますよ

閉会挨拶
中村企画部長

★万歳三唱をご相伴ください…

高橋勝・議会議員
国分秀高・副会長

合唱・ふるさとで締める

２部・司会進行…佐原照子

町長賞・抽選と目録授与でバンザイする!!

会長賞・授与する!!
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各地区の皆さん…次回もこの笑顔が見たいです!!

椿地区の皆さん

手ノ子・高峰地区の皆さん

中地区の皆さん

萩生地区の皆さん

中津川地区の皆さん

黒沢地区の皆さん 添川地区の皆さん

小白川地区の皆さん
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祝 大 芋 煮 会 の 開 催 ! !

新野副会長

開会宣言

受付机準備・工作の時間？ 我が会の受付嬢です 受付・チェック

町議会議長・乾杯の音頭

町長挨拶

事務局長・関係者紹介…

会長挨拶と食品ロスの取り組み

第７回、飯豊町・東京飯豊会共催大芋煮会が２０２４年１０月１３日(日)秋川橋河川敷公園バーベ

キューランドで開催されました。天候にも恵まれ、町より町長を始め町関係者、JAおきたま、川西会等

を含めて約８０名の方々に参加して頂きました。今回の芋煮会は約１時間の遅れで始まり、煮上がると

待っていましたと一斉に芋煮会が始まりました。参加者の中にはこれを肴に一杯が最高と楽しい会話で

の風景も、食欲の秋の風物詩になる風景でした。最後に参加者の皆さんに準備や片付け等に協力して頂

き楽しい芋煮会が出来ました。(記:深瀬忠次)
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7月の故郷訪問で芋煮会があること

を知り、すぐに参加をきめました。10

月13日会場のあきる野市秋川橋河川敷

公園は抜けるような青空で川遊びをす

る人も沢山いる中、水を運んだり各テーブルに皿や

箸を配ったりと食べる準備を手伝いながら材料の来

るのを待ちました。芋煮会は一つの大鍋と思ってい

ましたのですが、各テーブルごとに薪で火をおこし

吊るされた鍋で作りました。田舎育ちの私は小さい

頃薪ストーブで煮炊きしていたのでとても懐かし

かったです。材料は当日飯豊町から運んでくださっ

たのですが渋滞にはまり到着がかなり遅れ、火を起

こした薪が少なくなりハラハラしましたが無事美味

しい芋煮が出来て頂きました。山形のお米で作った

おにぎりも美味しかったです。こんにゃく煮も味が

しみてとてもとても美味しかったです。準備のお手

伝いをして動きまわり美味しいものをたくさん食べ

て土産もいただき楽しい一日を過ごすことが出来ま

した。

役員の皆様をはじめ関係者の皆様にはとても感謝

しています。年に一度いちご狩りしか会えない友人

と今年は三回も

会うことができ

嬉しさが倍増し

ました。飯豊町

で良い出会いを

ありがとうござ

いました。 山形米のおにぎり

去る秋麗の10月13日、東京飯豊会

が開催する芋煮会に参加させていた

だきました。当日は見事な秋晴れの

中、会場の秋川渓谷河川敷の素晴ら

しい景観の中で和やかな開催となりました。私自身

は仙台出身ですが中津川地区の母のご縁もあり、芋

煮会ではご近所の方々のテーブルで母や親族と親交

の深い方々と交流ができて楽しいひと時でした。

今回の参加は2016年以来の２度目で、前回の参加

の後にカナダへ渡り今年4月に日本に戻ったばかり

でした。カナダにいる間に何度か芋煮の味が恋しく

なり現地で手に入るタロ芋やヤム芋を使って再現を

試みた事もありましたが、日本の里芋より粘り気が

少なくやはり本場の味には及ばないなと思ったもの

です。久方ぶりに山形の美味しい芋煮を食べる事が

でき、ああ日本に戻ってきたなと実感いたしまし

た。

当日は連休中であったため、会場まで食材を運ん

でいただく道中も大変な混雑だったとのお話を伺っ

ています。食材の準備

や運搬、会場の設営に

携わった皆様に心より

お礼申し上げます。

芋煮会に参加して   畠山くめ子  

芋煮会に誘われて    山口まどか

私が東京飯豊会の芋煮会に参加し

たのは、2023年と2024年の2回で、台

風で秋川河川公園の諸設備の災害や

新型コロナ感染拡大が起き中止とな

り、年月が過ぎてしまったのです。2回参加しただ

けで「芋煮」を語るには100年早いですから、参加

させていただいたご縁について書かせていただきま

す。私を芋煮会に誘って下さったのは、会の役員を

されている小川悦男さんです。小川さんとは25年来

のお付き合いで、皆さんもよくご存知のとおりいつ

も周りの人を気遣う優しい方です。「んでよー」と

始まる（山形の方言かどうかは私は知りませんが）

話し方に、このうえない親しみを感じるのです。  

小川さんとは20年一緒にNPO活動をやっています。   

生活サポーターは板橋区に拠点を置く法人で、メイ

ンの事業の一つに「わくわく舞台」という、音楽や

ダンスで世の中を元気にすることを目指す活動があ

り現在も続けています。アーチスト同士の共演や異

ジャンルのダンスのコラボなど他ではやっていな

い、わくわくする舞台を企画したり主催したりして

います。「わくわく舞台」の初期からお世話になっ

ているアーチストに、小泉明子さん（ピアノ&

ヴォーカル）がいます。小泉さんは山形出身で月に

20回前後、精力的にライヴ活動をされています。中

でも、昭和歌謡をジャズアレンジして演奏する

「真っ赤な三角関係」というユニットのアルバム

「百歌繚乱」はＡｐｐｌｅの配信チャートで世界の

数ケ国でジャンル１位を獲得しています。その明子

さんが来年こそはこの芋煮会に参加したいとおっ

しゃっていて、河原でライヴができるかはともか

く、ご縁があったみなさんにご紹介できればと思っ

ています。最後台風が来ないことを祈るばかりで

す。

芋煮会に参加して    西山耕一

満席か!

鍋を掛けて準備万端よ
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期日:2025年10月12日(日)、午前１１時～午後２時

場所:秋川橋河川公園バーベキューランド

・所 在 地:あきる野市留原831 TEL042-596-5122
・最寄り駅:JR五日市線 武蔵五日市駅 下車徒歩8分
共催:飯豊町

東京飯豊会 大芋煮会開催予定‼

秋川

階段

JR武蔵五日市駅

★総会案内状の返信・年会費納入者に8/17付けで芋煮会案内状発送します。

年 会 費 納 入 者 ご 芳 名

2024年度(令和６年）

★広報部からのお願い

次号に向け、会員の皆様!!! 特集コーナー『楽・健・長』の趣味、生きがい等、旅行の思い出や地域で

の活動内容、趣味や文化活動など身近な出来事を寄稿文やお写真で残してみませんか!!!

又優勝しました! 勲章もらいました! 新聞、雑誌、TVに出ました等トピック情報を自薦他薦何でも構いま

せん、どしどし気軽にご応募ください。 あなたの寄稿されたものが製本となりあなたの手に！

*原稿は400～500字程度 ・顔写真(出来るだけ大きいもの) ・原稿関連の写真等も添付して下さい。

甚だ勝手では御座いますが紙面の都合により加筆・修正や次号への掲載等もございます。ご了承を頂き

たいと思います。

・お寄せ先はお近くの地区役員又は下記広報部宛までお寄せ下さい、お待ちしております。   

*広報部長 伊藤 茂 (送り先及び問合せ先)

  書簡: 〒252-0211 神奈川県相模原市中央区宮下本町２－７－１２

  TEL&FAX:042-754-3996     Mail : ｉｔｏｓｉｇｅｒｕ５＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

(敬称略・順不同にてご掲載）

[黒沢] *舘石芳美 井上和雄 梅津勝美 岡山悦子 菅野由佳 小林 秀 國部利章 佐藤善吉

13 中根友利子 手塚忠行 手塚照代 峯村広義 渡部忠雄

[小白川] *佐原利博 ⋆池田おさだ 川添美代子 飯田孝子 佐山茂子 佐原政晴 佐原芳弘 塩田信子

13 *佐藤包子 為藤よしゑ 土屋ゆきこ 千葉マサヨ 高橋八郎

[添川 *新野孝司 荒木ふじ子 安部房夫 伊藤憲子 宇田京子 遠藤一夫 勝見俊秀 小関寿枝

松原} *中村美寿 佐藤よね子 近藤はるゑ 斉藤 勝 清水和子 庄子良子 田辺壽造 那須榮寿

28 *深瀬忠次 高橋はま子 那須優則 新野良司 新野善行 二瓶秀明 二瓶文夫 早野礼子

*森 博子 深澤好子 古瀬寛治 堀越正憲

[高峰] *今村ひろ子 沖田みゑ子 伊藤正光 小川藤吉 本間 元

5

[ 椿 ] *小川悦男 太田千代子 青木静枝 井上博司 遠藤 忍 大富 博 岡 文子 志田幸次

14 *志田義雄 中嶋あかね 永井みどり 長沼富雄 長谷川誠 鷲頭桂子

[手ノ子] *川合かよ子 横山ユウ子 青木久勝 今原幸子 奥山保弘 舟山繁勝

6

[ 中 ] 井上美江子 島貫日出子 青木勝美 位下和子 菅野清房 木村勝夫 嶋貫 浩 鈴木孝造

24 島貫正十三 高尾美世子 中村よし子 関 秀昭 高橋英子 長岡信司 長岡俊昭 新留静子

*渡部志郎 福島ミヨ子 藤田八重子 野原致子 若林敬一 渡部和明 渡部恵司 渡部清三

[中津川] *伊藤 茂 *中善寺良幸 伊藤孝義 伊藤敏次 井上禎典 井上与一 織田和弥 峯岸浩夫

13 *山口弘二 小田切和広 大沼みちる 高橋正孝 中善寺喜三蔵

[萩生] *国分秀高 五十嵐ヨシ子 宇津木秀三 大家梅子 嘉藤六郎 菅 利夫 菊地 清 木村 清

22 *手塚久雄 海老沢真砂子 組谷のぶ子 木村信子 小松 浩 後藤勝英 清野育朗 関 久三

*山口美恵子 長谷部俊美 田口朋子 谷口秀子 冨永信子 吉村公子

138 ＊印 地区役員
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会計監査の結果、帳簿及び証憑と照合したところ適正、かつ正確に処理されている

事を認めます。

2025年  3月 30日     会計監査 山口美恵子

新野  孝司

収 入 の 部 支 出 の 部 (単位： 円）

項    目 金    額 項 目 金    額

前期繰越金              473,861 

年会費    （138名）              276,000 第63回総会懇親会費           1,137,664 

町補助金              150,000 訪問バスツアー関連費           1,283,383 

第63回 総会会費              848,000 芋煮会関連費            378,389 

バス ツアー関連費（40名参加）       1,132,500 会報発行・部会活動費            106,477 

芋煮会関連費              330,652 渉外・慶弔・友好関連費               84,100 

寄付金             113,856 通信・発送費             56,692 

広告掲載料 （16社）           155,000 事務・諸経費             111,280 

預金利子                    13 次期繰越金             321,897 

     合    計           3,479,882          合    計        3,479,882 

会員の皆様へ ２０２６年(令和８年)７月２６日(日曜日) 第６５回総会及び懇親会の予定
・開催の日時を皆様と約束して楽しい交流の一日になるよう企画しております。

・多数お誘いあわせの上、この会場でお会いする事を楽しみにしております。

総会寄附ご芳名者

・山口弘二

・小川悦男

・国分秀高

・佐原利博

・伊藤茂

・ＪＡ山形おきたま

芋煮会寄附ご芳名者

・山口弘二

・ＪＡ山形おきたま

・山口美恵子

バスツアー寄付ご芳名者

・山口弘二

・伊藤茂

寄 附 金

会計監査報告

会 計 報 告

会務・会計・会計監査報告

2024年1月1日～2024年12月31日
会 務 報 告

山
口

新
野

〈順不同敬称略〉

2024年1月1日～2024年12月31日 （令和６年）

（役員会） (広報部会)

2月 10日 第 1回役員会 1月 20日 広報部会

3月 23日 第 2回役員会 2月 17日 広報部会

4月 13日 第 3回役員会 3月 26日 広報部会

5月 11日 第 4回役員会 4月 23日 広報部会

6月 8日 第 5回役員会 5月 21日 広報部会

7月 14日 第 6回役員会 8月 25日 広報部会

8月 17日 第 7回役員会 (組織部)

9月 7日 第 8回役員会 12月 会員名簿改訂メンテナンス作業

10月 5日 第 9回役員会 年会費納入者、返信ハガキの精査

11月 2日 第10回役員会

12月 7日 第11回役員会 （友好団体との交流）

(事務局) 5月 19日東京川西会

Zoom会議or役場 5月 25日小国郷人会

3月 26日 総会打ち合わせ会議 6月 30日ふるさと長井会

5月 14日 総会打ち合わせ会議 9月 29日東京南陽会

6月 17日 バスツアー打ち合わせ 11月 30日首都圏白鷹会      

9月 26日 芋煮会打ち合わせ会議

11月 12日 芋煮会の反省と改善



15

東 京 飯 豊 会 役 職 名 簿

2025年度

※印 既出

2025.5.11改訂

退
任
役
員

◎
中
善
寺
良
幸
・
広
報
副
部
長

役  職 氏   名 職 務 補 足 電 話 番 号 出 身 地

1 名誉会長   嵐 正人 (飯豊町長) 023-872-2111

2 名誉顧問 菅野富士雄 (飯豊町議会議長) 023-872-2111

3 名誉会員 後藤 幸平 (元飯豊町長) 0120-078-807 萩   生

4 顧  問 手塚  久雄 048-728-6406 萩   生

5 顧  問 川合かよ子 03-3785-4831 手 ノ 子

6 会  長 山口 弘二 042-994-1305 中 津 川

090-5217-8839

7 会長代行 小川 悦男 企画担当部長兼務 042-421-7824 椿

090-3139-2210

8 副 会 長 国分 秀高 事務局担当 03-3411-1225 萩 生

080-5432-4319

9 副 会 長 佐藤 包子 企画部担当 03-3936-5060 小 白 川

10 副 会 長 佐原 利博 幹事長兼務 044-588-5015 小 白 川

090-7008-2413

11 副 会 長 新野 孝司 会計監査兼務 045-481-4554 添 川

070-3538-3939

12 副 会 長 志田 義雄 049-244-3940 椿

13 副 会 長 渡部 志郎 事務局長兼務 049-284-6737 中

090-5306-5157

14 副 会 長 山口美恵子 事務局担当 070-3882-1004 萩 生

15 副 会 長 中村 美寿 企画部長 090-2308-7044 添 川

16 副 会 長 深瀬 忠次 組織部長兼務 03-3472-5289 添 川

17 副 会 長 伊藤 茂 広報部長 042-754-3996 中 津 川

090-8103-1112

※ 幹 事 長 佐原 利博 副会長兼務 044-588-5015 小 白 川

※ 企画部長 中村 美寿 副会長兼務 090-2308-7044 添 川

※ 事務局長 渡部 志郎 副会長兼務 049-284-6737 中

18 事務局次長 舘石 芳美 組織部兼務 090-6661-4901 黒 沢

※ 事務局次長 深瀬 忠次 組織部長兼務 03-3472-5289 添 川

※ 事 務 局 山口美恵子 文京区民センター担当・副会長兼務 070-3882-1004 萩 生

19 会計部長 小田切和広 080-5088-7503 中 津 川

20 会計部次長 佐原 照子 組織部兼務 090-8460-0939 高 峰

※ 広報部長 伊藤 茂 副会長兼務 042-754-3996 中津川

※ 広 報 部 深瀬 忠次 組織部長、事務局次長兼務 03-3472-5288 添 川

※ 組織部長 深瀬 忠次 添川地区責任者 03-3472-5289 添 川

※ 組 織 部 国分 秀高 萩生地区責任者 03-3411-1225 萩 生

※ 組 織 部 佐原 照子 手の子・高峰地区責任者 090-8460-0939 高 峰

※ 組 織 部 伊藤 茂 中津川地区責任者 042-754-3996 中 津 川

※ 組 織 部 小川 悦男 椿地区責任者 042-421-7824 椿

※ 組 織 部 佐原 利博 小白川地区責任者 044-599-1581 小 白 川

※ 組 織 部 渡部 志郎 中地区責任者 049-284-6737 中

※ 組 織 部 舘石 芳美 黒沢地区責任者 090-6661-4901 黒 沢

※ 会計監査 新野 孝司 副会長兼務 045-481-4554 添 川

※ 会計監査 山口美恵子 副会長兼務 070-3882-1004 萩 生

21 幹  事 今村ひろ子 0297-83-5124 高   峰

22 幹  事 池田おさだ 03-3620-7128 小 白 川
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東 京 飯 豊 会 会 則

第 1 条 名   称 本会は東京飯豊会と称する。

第 2 条 目   的 本会は会員の親睦と故郷との交流等に関する事業を行い、これらを通じて互助共栄を図る

  ことを目的とする。

第 3 条 会員資格 本会は山形県飯豊町出身者で東京および東京近県内に居住する者、飯豊町を愛する者で

役員の推薦を受け役員会で承認された者、及び町長ならびに町議会議長を会員とする。

前名誉会長、前名誉顧問は本人の諾を得、名誉会員とする。

第 4 条 会   費 会員は会の維持費として、一家族あたり年間 2,000円の会費を納入するものとする。

ただし、町長ならびに町議会議長 名誉会員は会費は免除する。

運営費は会費、事業収入（含広告収入）寄付金およびその他の収入をもってこれに充てる。

第 5 条 役   員 本会は下記の役員をおく。

会長 1名 会長代行 1名 副会長 若干名 幹事長 1名 副幹事長 若干名 事務局長 1名

事務局次長 若干名  企画部長 1名  組織部長 1名  広報部長 1名  会計部長 1名

広報副部長 若干名  会計 若干名  会計監査 2名  幹事 若干名

第 6 条 役員選出 会長の選出は役員会が行いその他の役員は会長が任命する。役員の任期は2年とし再任

を妨げない、役員は任期終了後でも後任者の就任までその任にあたるものとする。

第 7 条 役員の任務 1.会長は本会を代表して会務を総括する。 会長代行は会長を代行し、副会長は会長を補佐す

2.幹事長は会長の指示により役員会を招集し会務を役員会に諮り実務を具体化する。

  副幹事長は幹事長を補佐する。以下の役員および幹事は実務を担当する。

3.事務局長は立案された会務を幹事長と協力し、事務全般を行う。

4.企画部長は事業を行うための企画を立案し役員会に諮る。

5.組織部長は会員の維持拡充を行うための企画を立案し役員会に諮る。

6.広報部長は広報に関し広報活動の充実に向けて企画を立案し役員会に諮る。

   会報の発行、事業の広報に関する実務を総括する。広報副部長は広報部長を補佐する。

7.会計部長は会費の徴収、所轄部署提案に基ずき予算案の取り纏め事業費の収支を行う。

   並びに財務等の実務を総括、会計報告を役員会に報告、決算報告を総会において行う。

8.会計監査は会計および財務について監査し役員会および総会に報告する。

第 8 条 特別役員 本会に名誉会長、最高顧問、名誉顧問、顧問、相談役を置く。

名誉会長は飯豊町長、名誉顧問は町議会議長として置く、そして最高顧問、顧問、相談役は

役員会の議決を得て会長が委嘱する。

第 9 条 総   会 本会の総会は年1回開き、会計、人事、事業等運営に関する事項を報告する。

第10条 会計年度 本会の会計年度は1月1日～12月31日までとする。

第11条 会 運 営 本会の運営は会の目的遂行の為の事案を八役会、会長招集役員会にて協議し決定する、

また1年に1回会報を発行する。

第12条 八 役 会 本会の運営は八役会にて立案し、役員会において決定することが出来る。

八役会は会長、会長代行、副会長、幹事長、事務局長、企画部長、組織部長、

広報部長、会計部長 にて構成する。

第13条 顕彰・慶弔 本会のために多大な貢献が認められる会員個人、団体を顕彰、見舞い、慶弔する。

第14条 禁止行為 本会組織を利用して宗教、政治、個人営利目的の活動を禁止する。また本会の目的主旨に

反する行為を禁止する。これに反する者は退会させることが出来る。

第15条 届   出 会員は住所、氏名を本会事務局に通知する事を義務とし、変更時は遅滞無く通知するもの

とする。

第16条 委   任 規約に定めない事項および運営上必要な事項は、内規に定める。

第17条 規約改正 本規約の改正は役員会の議決を経てこれを決する。

第18条 所 在 地 本会の所在地は会長宅に置く、また事務全般を事務局長方に置く。

第19条 設   立 本会の設立は昭和37年10月14日とする

1. 会則施行 平成15年 1月 1日 5. 会則改正 平成31年 4月 7日

2. 会則改正 平成21年 1月 1日 6. 会則改正 2023年 3月 25日

3. 会則改正 平成27年 6月 7日 7. 会則改正 2025年 4月 13日

4. 会則改正 平成29年 6月 11日
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営業時間 平日 9：00～17：30 祝祭日 10：00～17:30

※年末年始 お盆

営業時間変更も有り

お問い合わせ下さい

山形おきたま農業協同組合 飯豊支店

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生528

TEL 0238-72-2121 FAX 0238-72-2010

http://www.okitama-yt.ja.or.jp/

山形おきたまＪＡ
おいしい自然いちはやく、四季ある幸せ。

ふるさと宅配便
おきたまの恵まれた自然風土に育まれた

季節の「おいしい」をお届けする通版サイト

https://furusato-okitama.jp/
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● 営業時間

★ランチタイム
  11:00~14:30
★ティータイム

  14:30~17:00
   (CLOSE   17:00）          

★定休日
  月曜日(祝日の場合は翌日)

  

〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生3549-1

         ℡0238-86-2828
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お問い合わせは 添川の

（有）銀 波         代表  新野 純一

TEL ０２３８－７４－２１４７

FAX ０２３８－７４－２０３１

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp

  写真：白川湖の水没林
  白 川 ダ ム 上 流 の 白 川 湖 は 春 先 よ り 雪 解 け 水 が 流 れ 込 み 満 水 の 時 期 を 迎 え

     る と 新 緑 の シ ロ ヤ ナ ギ が 水 に つ か り ま す 。  ４ 月 中 旬 頃 に 姿 を み せ る 水 没 林

     は 田 植 え が 始 ま る 1 ケ 月 後 に は 一 気 に 放 流 さ れ 姿 を 消 し て し ま い ま す 。 季

     節 的 に 湖 面 に 朝 も や が か か り や す い 時 期 で も あ り 、 条 件 が 揃 え ば よ り 幻 想

     的な表情を見ることができます。

  見ごろ：4月中旬～５月中旬



21



22

  ネットショップ
リニューアル ！

より簡単に、よりお得になりました！

●スマートフォンに対応しました。

●お支払いは簡単なクレジットカード払い。

●会員登録後のお買い物でポイント付与。貯まったポイ

トはネットショップでご利用いただけます。

●複数の配送先にも

笹巻(5月下旬～7月)、みそ餅(11月～2月)

二度蒸しだんご(通年)も販売しておりま

す。

ぜひご利用ください。

右記QRコードまたは

「マルシチ米穀」で検索！

https://marushichi.info

  マルシチ米穀株式会社
〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生3587

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-07-8807
   TEL：0238-72-2016（代）

創業６4周年                                                 

     環境・水・快適な生活を守り未来へ

      株式会社 佐 藤 管 工 業
    代表取締役会長 佐藤正一 ・ 代表取締役社長 佐藤政美                                                

    〒999-0602山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615
    ＴＥＬ （0238）-72-2191  ＦＡＸ （0238）-72-2192

        上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事

         ボイラー設備 ・ 空調設備 ・ 消雪工事  

       設計・施工・保守管理・＜住宅設備機器販売＞
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山形県西置賜郡飯豊町大字萩生3549-1

     村の鎮守様の若宮八幡宮のそばを野川が流れておりました。

     その下流に井戸を掘ったところ、清水が沸き上がりました。

その水は酒造りによく合う水質で、蔵人は大喜びでおいしいお酒を造りました。

               社名銘柄の由来です

     若 乃 井 酒 造 株 式 会 社
〒999-0601
山形県西置賜郡飯豊町大字中９４７－３
ＴＥＬ ０２３８－７２－２０２０

      いいでいい酒

若乃井酒造のお酒

米

水

熟

  ＨＯＴＥＬＳＬＯＷＶＩＬＬＡＧＥ     TEL.0238-87-1730

【ホテル・スロービレッジ】〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町大字萩生３５４９－１

http://hotel-slow-village.com

                                           東京いいで会のみなさま

飯豊に新しいホテルができました。ぜひ見に来てください!
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〒999-1113

山形県西置賜郡飯豊町大字小白川117

T E L  0 2 3 8 - 7 2 - 2 0 5 4 F A X  0 2 3 8 - 7 2 - 2 9 8 1

★物故者 心からお悔やみ申し上げます

しゃぶしゃぶ用 ステーキ用（一人前）

株 式 会 社 田  中  屋

焼き肉用切り落とし

株式会社国分石材
代表取締役 国分 剛

〒999-0602
山形県西置賜郡飯豊町萩生4536-1   
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2023年度 会員移動状況

(敬称略・順不同にてご芳名）

★新規入会者
・遠藤 繁 (添川)  ・遠藤芳博 (添川)

・遠藤正廣 (高峰)  ・安藤梅子 (萩生)

・横沢良次 (萩生)

編 集 後 記

桜が散り今年は５月に夏日、春と秋が無くなり

季節が二季化され、夏と冬になるのではと？皆さ

ん体を慣らして総会でお会いするのを楽しみにお

待ちして、会報が皆さんのお手元に無事届く様

に最後の追い込みです。さて、会員の皆様「楽

健長」をはじめ色々の寄稿を募集しております

詳細はP13をご覧ください。

⦿編集担当：中善寺良幸、深瀬忠次、伊藤 茂

★物故者 ２０２４年４月末現在
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・佐藤善治 (黒沢)  ・小関寿枝 (添川)

・長沼 清 (手ノ子) ・菅野義徳 (中)

・伊藤孝義 (中津川)


